
ＪＲ東海労ニュース

７月27日、大阪地裁は、ＪＲ西労の仲間たち264名（現在258名）が

原告となって闘っていた日勤教育裁判に対し、61名の組合員（原告）の

訴えを認め、総額620万円の損害賠償を命ずる判決を言い渡しました。

この裁判は、ＪＲ西労が2006年４月27日に提訴し、日勤教育は人格権の

侵害であり、安全配慮義務に違反することから、会社（ＪＲ西日本）に

慰謝料を請求し５年余りの歳月をかけ闘ってきた裁判です。

ＪＲ西日本が実施してきた日勤教育は、再教育とは名ばかりで、ペナ

ルティーや懲罰の温床となり、徹底した個人の責任追及のみが目的とな

る深刻な問題となっていました。ＪＲ福知山線脱線・転覆事故でも、国

交省事故調査委員会は、運転士が日勤教育に恐怖感を感じプレッシャー

を受けていたことが原因

であると報告しています。

私たちの職場（ＪＲ東

海）でも、些細な事象で

見極め試験、再発防止、

振り返りと称して、同じ

ように乗務を外され日勤

教育が実施されています。

今回の判決は、教育を

行う会社の裁量権は認め

つつ、その上で裁量権に

逸脱があったと認定しま

した。日勤教育が、労働

者の自由、名誉、プライ

バシーなど人格的利益を

侵害したと認めたのです。

私たちは、今回の判決

を活かし、活き活きと働

きやすい職場づくりを目

指し、職場から闘います。

東京新聞
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ＪＲ西日本の日勤教育に、
「裁量権の逸脱・乱用があった」と認定！

大阪地裁


